
上
越
市
は
平
成

２

、

（
17

０
０
５
）
年
１
月
、

の
13

町
村
を
編
入
合
併
し
、
合

併
特
例
法
に
よ
る
地
域
自

治
区
の
制
度
を
、
全
国
初

め
て
導
入
し
ま
し
た
。

の
旧
町
村
と
、
昭
和

13
の
大
合
併
以
前
の

区
域

15

を
あ
わ
せ
、

地
域
自
治

28

区
が
あ
り
ま
す
。

各
地
域
自
治
区
に
は
、

地
域
協
議
会
と
事
務
局
を

、

（

）

置
き
委
員

～

人

12

20

は
公
募
公
選
制
で
す
。

委
員
定
数
に
対
し
て
応

募
者
は
８
割
以
上
お
り
、

議
員
と
同
様
に
委
員
の
代

表
性
が
担
保
さ
れ
、
委
員

の
責
任
は
明
確
で
す
。

意
見
書
を
市
長
に
提
出

協
議
会
は
、
概
ね
毎
月

１
回
開
催
さ
れ
、
自
主
的

に
選
ん
だ
テ
ー
マ
の
審
議

の
他
、
市
長
か
ら
の
諮
問

事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、

意
見
書
を
市
長
に
提
出
し

ま
す
。

、

地
域
協
議
会
の
意
見
は

市
長
の
判
断
に
よ
り
、
市

政
運
営
の
中
で
実
現
さ
れ

ま
す
。

鶴
岡
市
の
場
合
は
、
旧

町
村
に
地
域
振
興
懇
談
会

が
設
置
さ
れ
、
開
催
は
通、

常
年
２
回
程
度
で
少
な
く

今
年
度
は
総
合
計
画
見
直、

し
の
関
係
で
４
回
で
す
が

懇
談
会
の
性
格
上
、
意
見

交
換
と
協
議
の
み
で
、
権

限
は
不
明
確
で
す
。

委
員
か
ら
意
見
が
出
さ

れ
て
も
、
検
討
状
況
や
実。

現
可
能
性
は
見
え
ま
せ
ん

上
越
市
の
場
合
は
、
協

議
会
か
ら
出
さ
れ
た
意
見

は
特
に
重
要
で
「
地
域
分

、

権
自
治
」
が
確
立
さ
れ
て

い
ま
す
。

上
越
市
の
地
域
協
議
会

の
運
営
に
係
る
予
算
は
１

３
０
０
万
円
で
、
鶴
岡
市

の
地
域
振
興
懇
談
会
運
営

事
業
１
７
７
万
円
と
大
き

な
開
き
が
あ
り
ま
す
。

自
治
区
か
ら
予
算
要
求

上
越
市
は
地
域
独
自
の

予
算
を
総
額
１
億
８
千
万

円
、
各
自
治
区
に
配
分
し

て
き
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
か
ら
は
、

地
域
独
自
予
算
が
本
所
各

課
と
同
様
に
予
算
要
求
さ

れ
、
議
会
議
決
を
経
て
、

補
助
率
を
７
割
・
上
限
無

し
で
、
地
域
に
必
要
な
施

策
が
実
現
さ
れ
ま
す
。
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発行経費にカンパをお
願いしています。民報
配布者にご連絡下さい

（月２００円程度）
11月 27人 29,200円
10月 33人 14,720円

ふ
る
さ
と
賛
歌

12

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

（
昨
年
８
月

日
に
「
鶴
岡
市
平
和
の
つ
ど
い
」
が

16

市
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、
本
間
勇
さ
ん
が
、
シ
ベ

リ
ア
抑
留
の
戦
争
体
験
を
語
り
、
平
和
の
大
切
さ
を

訴
え
ま
し
た

）。

朋
友
を
悼
む

朋
友
本
間
勇
さ
ん
（
96

歳
）
が

月

日
、
黄
泉

10

27

の
旅
に
出
た
。
彼
は
私
と、

同
じ
昭
和
一
桁
生
ま
れ
で

４
カ
月
先
輩
で
あ
る
。

彼
は
昭
和
２
年
６
月
、

平
形
の
本
間
家
の
６
男
と

し
て
生
ま
れ
た
。

日
本
の
帝
国
主
義
、
軍

国
主
義
に
洗
脳
さ
れ
、
無、

断
で
ハ
ン
コ
を
持
ち
出
し

軍
隊
に
志
願
し
た
。

昭
和

年

月
、
大
東

16

12

亜
戦
争
（
太
平
洋
戦
争
）

が
開
戦
し
、
戦
時
体
制
と

な
り
、
鶴
岡
中
学
（
鶴
岡

南
校
）
２
年
生
の
と
き
、

志
願
兵
と
し
て
山
形
連
隊

に
入
隊
し
た
。

親
は
、
２
人
の
兄
も
徴、

兵
さ
れ
戦
死
さ
れ
た
の
で

残
っ
て
家
を
継
い
で
欲
し

か
っ
た
と
思
う
が
、
世
間

に
憚
り
反
対
も
出
来
な
か

は
ば
か

っ
た
ろ
う
と
思
う
と
、
心。

中
察
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る

陸
軍
士
官
学
校
（
小
学

６
年
卒
業
入
学
）
も
あ
っ

た
が
、
早
く
戦
地
に
行
き

た
か
っ
た
の
で
、
普
通
の

徴
兵
検
査
（
満

歳
）
に

20

志
願
兵
（

歳
）
と
し
て

14、

。

検
査
を
受
け
入
隊
し
た

昭
和

年

月
、
山
形

18

10

北
部

部
隊
に
入
隊
し
、

18

満
州
黒
河
省
歩
兵
７
２
３

２
部
隊
に
入
隊
し
、
や
が

て
昭
和

年
８
月
、
終
戦

20

と
な
っ
た
。

ま
さ
に
ソ
連
抑
留
の
た

め
に
志
願
し
た
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
。

抑
留
生
活
５
年
で
あ
っ

た
。
昭
和

年
９
月
、
祖

24

国
日
本
へ
、
平
形
に
帰
宅

し
た
。

帰
還
後
は
、
各
種
の
会

合
や
講
演
会
に
頼
ま
れ
、

戦
争
の
む
な
し
さ
や
、
平

和
の
尊
さ
を
語
っ
た
貴
重

な
存
在
で
あ
っ
た
。

シ
ベ
リ
ヤ
の
飢
え
と
寒
さ

に
耐
へ
し
夫
の
思
い
哀
し

き
服
を
陽
に
干
す
、
妻

上
越
市
の
「
地
方
分
権
自
治
」

日
本
共
産
党
鶴
岡
市
議
団
は

月

日
、
新

10

17

潟
県
上
越
市
の
「
地
域
分
権
自
治
の
取
組
に
つ

い
て
」
研
修
し
ま
し
た
。

広
大
と
な
っ
た
合
併
市
の
中
で
、
各
地
域
の

課
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
上
越
市
の

地
域
自
治
区
の
制
度
は
理
想
的
で
す
。

上越市の地域協議会委員は８割以上が手挙げし、責任ある代表に



「
鶴
岡
ご
は
ん
日
本
一

決
勝
大
会
（
齋
藤
久
・
実

」

行
委
員
長
）
は
、
就
農
10

年
未
満
の
若
手
農
業
者
を

元
気
づ
け
よ
う
と
、
昨
年

か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
応
募
を
県
内
に
広

げ
、

人
が
エ
ン
ト
リ
ー

34

し
、
食
味
分
析
機
器
に
よ

る
一
次
審
査
と
、
地
元
料

理
人
に
よ
る
２
次
審
査
を

経
て
、
８
人
が
最
終
審
査

に
残
り
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
約
１
０
０

人
の
一
般
審
査
員
が
「
一

番
お
い
し
い
」
と
思
っ
た、

ご
飯
に
２
票
づ
つ
投
票
し

そ
の
結
果
「
ミ
ル
キ
ー
ク

、

イ
ー
ン
」
を
出
品
し
た
青

木
さ
ん
（

票
）
が
最
優

47

秀
賞
と
な
り
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
に
は
、
寄
付

企
業
・
団
体
の
ス
テ
ッ
カ

ー
が
貼
ら
れ
た
新
車
の
軽

ト
ラ
ッ
ク
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
ま
し
た
。

優
秀
賞
は
加
藤

さ
ん

翼
た
す
く

（

票
）
の
「
つ
や
姫
」

36
で
動
力
散
布
機
、
優
良
賞

は
齋
藤
学
さ
ん
（

票
）

32

の
「
つ
や
姫
」
で
草
刈
り

機
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

加
藤

さ
ん
に
水
田
を

翼
た
す
く

委
託
し
て
い
る
加
藤
鉱
一

議
員
は
「
鶴
岡
市
で
は
ト

、

ッ
プ
で
あ
り
、
本
人
の
頑

張
り
が
、
熱
波
の
異
常
気」

象
下
で
も
成
果
を
あ
げ
た

と
、
喜
ん
で
い
ま
す
。

（
受
賞
者
に
Ａ
Ｎ
Ａ
の
Ｃ）

Ａ
が
ス
カ
ー
フ
を
か
け
る

（
上
左
・
昨
年
度
の
最
優

秀
賞
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
）

（
柿
の
皮
む
き
大
会
）

（
食
の
出
店
も
賑
わ
い
）

（
伝
統
の
藁
文
化
も
）

わ
ら

は
、
お
金
の
こ
と
「
俺
は

。

ユ
ス
リ
で
も
タ
カ
リ
で
も

な
い
ゼ
」
と
書
い
て
や
っ

た
ん
だ
ト
。
調
停
で
俺
の

質
問
に
答
え
る
と
言
っ
て

い
た
か
ら
、
そ
の
後
は
葉

書
を
出
し
て
い
な
い
ト
。

▲
債
権
債
務
に
つ
い
て
説

明
は
無
か
っ
た
か
と
い
う

、

。

の
で
無
か
っ
た
と
返
事

こ
れ
で
解
っ
た
か
ら
以
後

は
出
さ
な
い
よ
・
ト
。

▲
裁
判
で
納
得
で
き
な
い

部
分
は
、
も
っ
と
頑
張
れ

ば
よ
か
っ
た
の
に
・
と
調

停
人
。
あ
の
裁
判
に
２
回

目
が
あ
る
と
は
知
ら
な
か

っ
た
ト
。
裁
判
官
が
「
こ
、

の
裁
判
で
決
着
し
な
け
れ

ば
本
裁
判
に
な
り
、
時
間」

も
お
金
も
か
か
り
ま
す
よ

・
と
言
う
脅
し
文
句
と
も

と
れ
る
殺
し
文
句
に
納
得

し
た
の
で
あ
っ
て
、
裁
判

を
納
得
し
た
も
の
で
は
な

い
・
と
申
し
上
げ
た
。

▲
こ
れ
は
調
停
人
に
は
言

わ
な
か
っ
た
の
だ
が
、
弁

護
士
料
は
外
し
て
や
る
か

ら
・
と
裁
判
官
が
言
っ
た

こ
と
も
。
次
回
は

月
12

25

日
に
（
石
川
）

。

与
に
当
っ
て
は
、
ま
ず
相

応
の
勲
等
に
叙
し
た
上
で

勲
等
に
相
当
す
る
勲
章
が

贈
ら
れ
る
。

戦
後
廃
止

さ
れ
た
が
復
活
し
た
。

日
本
で
は
親
王

４
、
品

・
内
親
王
に
与
え
ら
れ
た

位
階
。
一
品
か
ら
四
品
ま

で
。

５
、
熾
仁
（
た
る
ひ
と
）

持
つ
肩
書
が
多
く

親
王

明
治
天
皇
の
信
任
が
厚
か

っ
た
。

６
、
長
炗
（
ち
ょ
う
こ
う

豊
後

・
名
は
ひ
か
る
）

国
（
現
大
分
県
）
生
ま
れ

の
勤
皇
の
志
士
、
官
吏
、

漢
学
者
、
書
家
。

東
田
川
史
跡
物
語

青
山

崇

『
駐
鑾
之
碑
』
⑥

仁
親
王
篆
額

従
五
位
長
炗(

こ
う
：
ひ
か

る)

書
注
記
１
、
重
野
安
釋
（
や

太
政
官
修
史

す
つ
ぐ
）

局
官
吏
日
本
史
・
漢
学
。

正
一

２
、
位
階
（
位
）

位
・
従
一
位
か
ら
従
八
位

ま
で
十
六
階
、
時
代
に
よ

っ
て
改
正
。

１
８

３
、
勲
等
と
位
階

７
５
（
明
治
８
）
年
勲
章

の
等
級
と
し
て
勲
等
（
勲

一
等
か
ら
勲
八
等
ま
で
）

が
制
定
さ
れ
、
さ
ら
に
翌

年
大
勲
位
が
最
上
位
の
勲

等
と
な
っ
た
。
勲
章
の
授

。

の
教
え
と
す
べ
き
で
あ
る

余
は
独
り
で
は
な
い
。

敬
う
べ
き
多
く
の
人
が
い

る
。
あ
わ
せ
て
（
併
）
國

家
萬
世
の
慶
之
た
め
な
り

（
爲

也
。
是
於
（
こ
の

︙

）

機
会
）
に
一
言
述
べ
て
お

く
。

明
治
十
八
年
四
月
編
修

副
長
官
従
五
位
勲
六
等
重

野
安
釋
撰

陸
軍
大
将
一
品
大
勲
位
熾

債
権
債
務
と
は

ナ
ン
ボ
に
な
っ
て
も
経

験
は
勉
強
だ
が
、
裁
判
と

か
調
停
な
ど
は
な
い
方
が

い
い
。
で
も
先
に
お
知
ら

せ
の
よ
う
に
調
停
で
呼
び

出
し
を
受
け
て
い
た
の
で

６
日
に
行
っ
て
来
た
。

▲
相
手
の
弁
護
士
は
来
て

い
た
と
言
う
が
、
顔
は
合

わ
さ
せ
な
い
で
、
調
停
人

２
人
が
話
を
繋
い
で
く
れ

る
ん
ダ
ッ
ケ
。
俺
を
呼
ん

だ
目
的
は
、
事
故
の
示
談

を
し
た
後
で
俺
が
、
原
告

に
あ
れ
こ
れ
の
質
問
を
葉

書
で
出
し
た
の
が
イ
ケ
ナ

イ
事
な
の
で
、
そ
れ
を
辞

め
さ
せ
る
の
が
目
的
。

▲
調
停
人
は
、
和
解
条
項

に
「
こ
の
和
解
条
項
に
定

、
め
る
も
の
の
ほ
か
何
ら
の

債
権
債
務
が
な
い
こ
と
を

相
互
に
確
認
す
る
」
と
書

。

い
て
あ
っ
て
、
そ
の
債
権

債
務
と
は
お
金
だ
け
の
こ

と
で
は
な
く
、
葉
書
を
出

す
事
も
ダ
メ
な
の
だ
と
い

う
の
で
し
た
。

▲
俺
の
頭
で
債
権
債
務
と

遂
に
行
幸
の
御
休
所
臨
（

幸
）
に
な
る
と
い
う
好
意。

を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た

天
皇
が
我
々
を
安
心
さ
せ

る
（
撫
下
：
ぶ
げ
）
恩
で

あ
り
、
郡
民
の
天
皇
へ
の

ま
ご
こ
ろ
（
誠
）
が
相
通

じ
て
（
相
得
、
益
々
深
く

）

、
（

）

な
り
霑
し
ず
く
：
雫

が
広
大
な
も
の
（
洋
々
）

と
な
っ
た
。
こ
れ
を
よ
く

（
宜
し
く
）
の
ち
の
ち
ま

で
（
後
代
）
伝
え
、
子
孫

ふ
じ
し
ま
秋
ま
つ
り

鶴
岡
ご
は
ん
日
本
一

「
ふ
じ
し
ま
秋
ま
つ
り
」
が

日
、
藤
島
体
育
館

12

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

寒
い
雨
天
と
な
り
ま
し
た
が
、
駐
車
場
が
満
杯
と

な
る
大
勢
の
観
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

「
第
２
回
鶴
岡
ご
は
ん
日
本
一
」
で
は
、
最
優
秀

賞
に
南
陽
市
の
青
木
博
則
さ
ん
（

、
優
秀
賞
に

）
31

宝
徳
の
加
藤
翼
さ
ん(

)

、
優
良
賞
に
三
川
町
押

た
す
く

35

切
新
田
の
齋
藤
学
さ
ん
（

）
が
決
ま
り
ま
し
た
。

43


